




   外来語ウォッチング ―定着度を追跡する― 
           言語変化研究領域 相澤 正夫 
21世紀初頭における「外来語」の定着度の動きを，全国規模の経年調査によって追跡する。 
1. 調査の概要と結果の一例 2. 10年前の認知率と理解率 
3. 認知率と理解率の10年変化 
 ●「外来語」言い換え提案のための定着度調査(2002～04年，合  
  計396語)を起点として，10年後の2014年に精選された30語に 
  ついて同じ質問文で経年調査を実施した。 
 ● 個々の外来語について，①認知(=聞いたり見たりしたことがあ  
  るか)，②理解(=意味が分かるか)，③使用(＝使ったことがある 
  か)の有無を質問した。 
 ● 30語は，10年前の前回調査の認知率によって10％きざみの10 
  ランクに分け，各ランクから3語ずつ選定した。 
 ● 各ランク3語の目安は，社会的な重要語が2語，一般語が1語。 
4. 今後の課題 





 ● 認知率(＝その語を聞いたり見たりしたことがあると答えた人の割 
 合)は，１例(アセスメント)を除いてどのランクでも増加している。 





 ● きわめて低い認知率から急上昇した「コンプライアンス」と，そ 
 れに準ずる「ガバナンス」は，いずれも社会運営上の重要語として 
 近年マスコミ等での使用頻度が高いと想定される。 




 ● 一方，医療の基本的な考え方を担っているはずの「インフォーム 
 ドコンセント」は、5割ラインの下で伸び悩んでいる。 
 ● スポーツ選手などを中心に，「モチベーション」 は〈やる気〉と  
 いう意味で近年ごく普通に使われるようになっている。  
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 かなり高度な抽象語と言える。  
●「コンプライアンス」のような，この10年間で定着に向かって一 
 気に“離陸“した語の「促進要因」に関する多角的な分析・考察。 
●「インフォームドコンセント」のような，重要語でありながらも  
 定着の進まない語の「抑制要因」に関する多角的な分析・考察。 
●「(意味が)何となく分かる」という回答も含めた，外来語の理解 
 度の「回答選択傾向」に関する多角的な分析・考察。…等々。 
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